
十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

︱
内
田
蘭
渚
宛
書
簡
を
手
が
か
り
に

︱

神

谷

勝

広

は
じ
め
に

江
戸
中
期
︑
大
坂
を
中
心
に
活
躍
し
た
文
人
の
十と

時と
き

梅ば
い

厓が
い

︵
�

�

�

�

～
�

�

�

�

︶
は
︑
伊
藤
東
所
に
儒
学
を
︑
大
谷
永
庵
・
趙
陶
斎
に
書
法
を
学
ぶ
︒

伊
勢
長
島
藩
主
の
増
山
正
賢
︵
�

�

�

�

～
�

�

�

�

︶
が
大
坂
城
御
加
番

を
務
め
て
い
た
際
︑
陶
斎
の
紹
介
に
よ
り
同
藩
に
仕
え
︑
天
明
四
年
︵
�

�

�

�

︶
長
島
へ
赴
任
し
︑
寛
政
十
二
年
︵
�

�

�

�

︶
に
致
仕
し
て
大
坂
に
戻
る
︒

そ
の
間
︑
往
復
は
幾
度
も
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒

実
は
︑
梅
厓
は
書
画
の
仲
介
を
行
っ
て
い
た
︒
本
稿
で
は
︑

�
基
本
資
料
と
す
る
名
古
屋
の
豪
商
内
田
蘭
渚
︵
�

�

�

�

～
�

�

	

	

︶

宛
梅
厓
書
簡
二
十
一
通
の
年
次
を
確
定
す
る
こ
と
で
︑
安
定
的
な
利
用
を

可
能
に
す
る
︒

�
蘭
渚
宛
書
簡
の
内
容
を
踏
ま
え
︑
書
画
の
仲
介
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か

に
す
る
︒

�
仲
介
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
︒

一

内
田
蘭
渚
宛
書
簡
二
十
一
通
の
年
次
確
定

明
治
年
間
︑﹃
名
古
屋
市
史
資
料
﹄
﹁
名
家
書
翰
集
﹂
と
し
て
旧
家
所
蔵
の
書

簡
が
謄
写
さ
れ
た
︒
そ
の
中
に
内
田
家
蔵
の
蘭
渚
宛
梅
厓
書
簡
も
含
ま
れ
て
い

た
︒
原
書
簡
は
戦
災
で
焼
失
し
て
お
り
︑
謄
写
と
は
い
え
貴
重
で
あ
る①

︒
し
か

し
全
書
簡
に
年
記
が
な
く
︑
一
通
は
月
付
す
ら
な
い
︒
加
え
て
現
状
の
順
番
で

は
内
容
的
に
繋
が
ら
な
い
︒
し
た
が
っ
て
︑
一
通
づ
つ
内
容
を
吟
味
し
年
代
を

確
定
し
な
け
れ
ば
活
用
し
が
た
い
︒

こ
れ
ま
で
に
︑
﹁
名
家
書
翰
集
﹂
収
録
の
蘭
渚
宛
書
簡
に
つ
い
て
は
︑
鶴
田

武
良
・
橋
爪
節
也
・
岸
野
俊
彦
の
各
氏
と
神
谷
の
論
考
に
言
及
が
あ
っ
た
︒

鶴
田
武
良
氏
﹁
校
刊
﹃
十
時
梅
厓
書
簡
﹄
上
﹂
︵
﹁
國
華
﹂
一
〇
三
九
号
︑
一

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

九
五



九
八
一
年
一
月
︶・
同
﹁
校
刊
﹃
十
時
梅
厓
書
簡
﹄
下
﹂︵﹁
國
華
﹂
一
〇
四
〇

号
︑
一
九
八
一
年
二
月
︶
は
︑
同
書
簡
の
価
値
を
認
め
翻
刻
を
行
い
︑
次
の
よ

う
に
述
べ
た
︒

⁝
全
通
と
も
年
記
を
缺
く
が
︑
そ
の
内
容
か
ら
︑
寛
政
十
二
年
致
仕
以
後

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
⁝
青
木
夙
夜
の
卒
し
た
の
が
享
和
二
年
七
月
廿

三
日
と
確
定
で
き
る
⁝
寛
政
年
間
末
か
ら
享
和
に
か
け
て
︑
京
阪
で
は
す

で
に
書
画
会
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
︑
そ
の
他
京
阪
の
文
人
の
動
静
を
傳

え
て
い
る
こ
と
な
ど
多
く
の
資
料
を
含
ん
で
い
る
︒

全
書
簡
を
寛
政
十
二
年
以
降
と
す
る
こ
と
は
間
違
い
だ
が
︑
夙
夜
の
死
亡
記

事
に
言
及
し
た
結
果
︑﹁
十
二
月
十
一
日
﹂
付
書
簡
が
享
和
二
年
の
も
の
と
確

定
で
き
て
い
る
︒
な
お
︑
二
通
の
も
の
を
一
通
と
し
て
扱
っ
た
箇
所
が
一
か
所

あ
る
︒

橋
爪
節
也
氏
﹁
十
時
梅
厓
の
研
究

︱
﹁
蒹
葭
堂
日
記
﹂
ほ
か
資
料
を
中
心

に

︱
﹂︵﹁
近
世
大
坂
画
壇
の
調
査
研
究
Ⅱ
﹂︑
大
阪
市
立
博
物
館
︑
二
〇
〇

〇
年
︶
は
︑
梅
厓
を
大
坂
文
人
画
の
先
駆
者
の
蒹
葭
堂
と
大
成
者
の
米
山
人
を

つ
な
ぐ
存
在
と
見
な
す
論
考
で
あ
る
︒
そ
の
中
で
﹁
四
月
八
日
﹂
付
書
簡
を
︑

聖
護
院
宮
の
箕
面
参
詣
の
記
事
等
か
ら
︑
寛
政
十
一
年
四
月
八
日
と
判
断
し
て

い
る
︒

岸
野
俊
彦
氏
﹁
内
田
蘭
渚
と
十
時
梅
厓
・
木
村
蒹
葭
堂
﹂︵﹃
尾
張
藩
社
会
の

総
合
研
究
︽
第
二
篇
︾﹄︑
清
文
堂
出
版
︑
二
〇
〇
四
年
︶
は
︑
蒹
葭
堂
関
連
の

書
籍
等
の
仲
介
を
指
摘
し
参
考
に
な
る
︒
そ
し
て
︑
新
た
に
六
通
の
年
代
を
明

確
に
す
る
︒

｢十
二
月
十
七
日
﹂
付
書
簡
︑

こ
の
書
簡
は
﹃
画
徴
録
﹄
の
出
版
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
︒
⁝
⁝
墨
湖
没

年
が
寛
政
十
二
年
な
の
で
︑
こ
の
書
簡
は
寛
政
十
一
年
十
二
月
十
七
日
と

特
定
で
き
る
︒

｢二
月
二
十
六
日
﹂
付
書
簡
︑

蘭
渚
の
父
親
は
⁝
⁝
享
和
元
年
三
月
に
上
方
遊
歴
に
出
︑
三
月
三
十
日
に

は
大
坂
の
木
村
蒹
葭
堂
を
訪
問
し
て
い
た
︒
⁝
享
和
元
年
二
月
二
十
六
日

の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒

｢三
月
二
十
六
日
﹂
付
書
簡
︑

蘭
渚
の
父
親
の
駒
屋
東
六
の
上
方
遊
歴
中
で
あ
る
こ
と
︑
小
澤
盧
庵
が
享

和
元
年
七
月
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
こ
の
書
簡
は
享
和
元
年
三
月

二
十
六
日
の
も
の
で
あ
る
︒

｢四
月
十
一
日
﹂
付
書
簡
も
︑
﹁
三
月
二
十
六
日
﹂
付
書
簡
と
の
内
容
的
関
わ

り
か
ら
︑
享
和
元
年
と
見
な
し
て
い
る
︒

｢九
月
二
十
一
日
﹂
付
書
簡
︑

風
月
堂
に
依
頼
さ
れ
た
﹁
諸
用
文
通
﹂
を
五
枚
送
っ
た
と
い
っ
て
い
る
︒

蘭
渚
の
日
記
の
享
和
元
年
十
月
一
日
に
は
﹁
梅
厓
先
生
よ
り
来
書
︑
書
札

板
下
五
枚
︑
同
法
帖
壱
帖
︑
画
帖
六
幀
来
る
﹂
等
の
記
事
が
あ
る
︒
⁝
⁝

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

九
六



こ
の
書
簡
は
享
和
元
年
九
月
十
一
日
で
︑
名
古
屋
の
蘭
渚
に
十
月
一
日
に

着
い
た
も
の
で
あ
る
︒

｢十
月
十
日
﹂
付
書
簡
も
︑﹁
九
月
二
十
一
日
﹂
付
書
簡
と
内
容
的
に
繋
が
る

の
で
︑
同
年
と
判
断
し
て
い
る
︒

近
時
︑
神
谷
﹁
秋
成
﹁
哭
㆓

梅
厓
子
㆒

﹂
を
読
む
﹂︵﹁
日
本
文
学
﹂
二
〇
一
五

年
九
月
号
︶
は
︑
秋
成
﹃
金
砂
﹄
を
梅
厓
が
校
訂
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
が
︑
そ
の
中
で
﹁
七
月
五
日
﹂
付
書
簡
を
︑
秋
成
の
大
坂
来
寓
と
蒹
葭
堂

の
他
界
の
記
述
を
根
拠
に
︑
享
和
三
年
の
も
の
と
し
た
︒

こ
れ
ら
九
つ
の
指
摘
に
対
し
て
︑
異
論
は
出
な
い
で
あ
ろ
う
︒

月
日
付

確
定
さ
れ
た
年
次

四
月
八
日

寛
政
十
一
年
︵
�

�

�

�

︶

十
二
月
十
七
日

寛
政
十
一
年

二
月
二
十
六
日

享
和
元
年
︵
�

�

�

�

︶

三
月
二
十
六
日

享
和
元
年

四
月
十
一
日

享
和
元
年

九
月
二
十
一
日

享
和
元
年

十
月
十
日

享
和
元
年

十
二
月
十
一
日

享
和
二
年
︵
�

�

�




︶

七
月
五
日

享
和
三
年
︵
�

�

�

	

︶

さ
て
結
論
的
に
い
え
ば
︑
残
り
十
二
通
を
含
め
た
二
十
一
通
は
︑
寛
政
十
一

年
の
六
通
・
享
和
元
年
の
八
通
・
享
和
二
年
の
三
通
・
享
和
三
年
の
四
通
の
も

の
で
あ
っ
た
︒

で
は
︑
寛
政
十
一
年
の
書
簡
︵﹁
四
月
八
日
﹂
付
書
簡
・﹁
四
月
十
九
日
﹂
付

書
簡
・﹁
七
月
二
十
日
﹂
付
書
簡
・
﹁
九
月
十
五
日
﹂
付
書
簡
・
﹁
十
月
十
五
日
﹂

付
書
簡
・﹁
十
二
月
十
七
日
﹂
付
書
簡
の
六
通
︶
に
つ
い
て
説
明
す
る
︒﹁
四
月

八
日
﹂
付
書
簡
・
﹁
十
二
月
十
七
日
﹂
付
書
簡
は
寛
政
十
一
年
で
確
定
し
て
い

た
︒﹁
四
月
八
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
来
る
十
一
日
桜
宮
神
主
宅
に
お
ゐ
て
︑
例
之

大
煎
茶
会
﹂
と
﹁
四
月
十
九
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
去
る
十
一
日
桜
宮
茶
筵
の
節
﹂

は
内
容
的
に
繋
が
る
︒
﹁
七
月
二
十
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
お
俊
伝
兵
衛
な
と
評
判

よ
ろ
し
く
﹂
は
︑
寛
政
十
一
年
六
月
の
大
坂
・
藤
川
勝
次
郎
座
﹁
猿
曳
門
出

諷
﹂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒﹁
九
月
十
五
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
帰
路
皆
川
へ
小
幀
預

け
置
帰
申
候
﹂
と
﹁
十
月
十
五
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
淇
園
小
幀
出
来
差
上
申
候
﹂

は
︑﹁
四
月
十
九
日
﹂
付
書
簡
に
見
え
る
執
筆
依
頼
と
関
わ
る
︒

次
に
︑
享
和
元
年
の
書
簡
︵
﹁
二
月
二
十
六
日
﹂
付
書
簡
・﹁
三
月
二
十
六

日
﹂
付
書
簡
・﹁
四
月
十
一
日
﹂
付
書
簡
・﹁
九
月
二
十
一
日
﹂
付
書
簡
・﹁
九

月
二
十
四
日
﹂
付
書
簡
・﹁
十
月
五
日
﹂
付
書
簡
・﹁
十
月
十
日
﹂
付
書
簡
・

﹁
十
一
月
四
日
﹂
付
書
簡
の
八
通
︶
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
既
に
﹁
二
月
二
十
六

日
﹂
付
書
簡
・
﹁
三
月
二
十
六
日
﹂
付
書
簡
・﹁
四
月
十
一
日
﹂
付
書
簡
・﹁
九

月
二
十
一
日
﹂
付
書
簡
・
﹁
十
月
十
日
﹂
付
書
簡
は
享
和
元
年
で
確
定
︒﹁
九
月

二
十
四
日
﹂
付
書
簡
に
は
﹁
僕
儀
来
月
中
に
転
宅
﹂
と
あ
る
が
︑﹁
十
月
五
日
﹂

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

九
七



付
書
簡
に
転
居
に
関
す
る
部
分
が
見
い
だ
せ
る
︒﹁
十
月
五
日
﹂
付
書
簡
に
は

﹁
泉
州
左
野
へ
参
申
候
︑
当
月
中
は
滞
在
に
候
﹂
と
あ
り
︑﹁
十
一
月
四
日
﹂
付

書
簡
に
も
﹁
先
日
十
三
日
泉
州
へ
罷
越
︑
漸
此
比
罷
帰
申
候
﹂
と
合
致
す
る
記

述
が
存
す
る
︒
こ
れ
ら
は
享
和
元
年
﹁
十
月
十
日
﹂
付
書
簡
と
も
矛
盾
な
く
繋

が
る
︒

享
和
二
年
書
簡
︵﹁
二
十
二
日
﹂
付
書
簡
・﹁
八
月
二
十
五
日
﹂
付
書
簡
・

﹁
十
二
月
十
一
日
﹂
の
三
通
︶
の
う
ち
︑﹁
十
二
月
十
一
日
﹂
付
書
簡
は
享
和
二

年
で
決
着
し
て
い
る
︒﹁
二
十
二
日
﹂
付
書
簡
に
は
﹁
今
日
鳴
海
へ
罷
越
申
度
﹂

と
あ
る
が
︑
こ
れ
は
蘭
渚
日
記
︵
享
和
二
年
八
月
二
十
二
日
︶
の
記
述
﹁
今
夕

梅
厓
先
生
来
話
﹂
に
合
致
す
る②

︒﹁
八
月
二
十
五
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
明
日
期
拝

礼
候
﹂
も
日
記
︵
享
和
二
年
八
月
二
十
六
日
︶
の
記
述
﹁
梅
厓
君
来
話
﹂
に
適

合
す
る
︒

享
和
三
年
書
簡
︵﹁
二
月
十
二
日
﹂
付
書
簡
・﹁
六
月
十
八
日
﹂
付
書
簡
・

﹁
七
月
五
日
﹂
付
書
簡
・﹁
八
月
二
十
二
日
﹂
付
書
簡
の
四
通
︶
の
う
ち
︑
既
に

﹁
七
月
五
日
﹂
付
書
簡
は
享
和
三
年
で
確
定
︒
こ
の
書
簡
の
﹁
費
晴
湖
何
卒
御

謀
を
以
御
取
替
奉
願
上
候
﹂
は
︑﹁
二
月
十
二
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
費
晴
湖
横
も

の
も
た
せ
遣
し
候
︑
何
卒
小
西
か
た
拙
者
名
前
有
之
と
御
取
替
被
下
候
﹂
と
内

容
的
に
繋
が
る
︒﹁
六
月
十
八
日
﹂
付
書
簡
も
﹁
当
年
は
陶
斎
先
生
十
七
年
﹂

﹁
片
山
北
海
も
十
三
年
﹂
と
あ
る
二
つ
の
年
忌
か
ら
︑
享
和
三
年
で
決
ま
る
︒

﹁
八
月
二
十
二
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
茶
史
な
と
は
や
ふ
一
部
御
越
奉
希
上
候
﹂
は
︑

﹁
七
月
五
日
﹂
付
書
簡
の
﹁
茶
史
︑
五
部
計
︑
注
文
有
之
候
へ
ば
﹂
と
呼
応
す

る
︒こ

こ
ま
で
の
考
証
結
果
を
時
間
軸
に
そ
っ
て
︑
次
に
示
す
︒

寛
政
十
一
年
四
月
八
日

寛
政
十
一
年
四
月
十
九
日

寛
政
十
一
年
七
月
二
十
日

寛
政
十
一
年
九
月
十
五
日

寛
政
十
一
年
十
月
十
五
日

寛
政
十
一
年
十
二
月
十
七
日

享
和
元
年
二
月
二
十
六
日

享
和
元
年
三
月
二
十
六
日

享
和
元
年
四
月
十
一
日

享
和
元
年
九
月
二
十
一
日

享
和
元
年
九
月
二
十
四
日

享
和
元
年
十
月
五
日

享
和
元
年
十
月
十
日

享
和
元
年
十
一
月
四
日

享
和
二
年
八
月
二
十
二
日

享
和
二
年
八
月
二
十
五
日

享
和
二
年
十
二
月
十
一
日

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

九
八



享
和
三
年
二
月
十
二
日

享
和
三
年
六
月
十
八
日

享
和
三
年
七
月
五
日

享
和
三
年
八
月
二
十
二
日

全
書
簡
の
年
月
日
が
確
定
で
き
た
こ
と
で
︑
今
後
は
安
定
的
に
利
用
で
き
る
︒

で
は
続
い
て
︑
仲
介
の
具
体
的
様
相
を
見
て
い
く
︒
梅
厓
は
ど
の
よ
う
に
仲

介
を
行
っ
て
い
た
の
か
︒

二

仲
介
の
具
体
的
様
相

実
際
の
仲
介
に
あ
た
っ
て
は
︑﹁
価
格
設
定
﹂﹁
情
報
提
供
﹂﹁
ト
ラ
ブ
ル
対

応
﹂﹁
作
者
確
保
﹂
が
必
須
で
あ
ろ
う
︒

Ａ
︑
価
格
設
定

︱
相
場
と
御
買
い
得
品

︱

寛
政
十
一
年
四
月
十
九
日
付
書
簡
に
︑
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

⁝
先
日
も
申
上
候
通
御
画
帖
誰
〳
〵
へ
と
御
望
可
被
下
候
︑
尤
五
岳
ま
た

は
月
溪
・
淇
園
・
夙
夜
之
類
は
大
か
た
小
幀
に
て
も
銀
一
両
ま
た
は
南
一

位
の
謝
義
い
た
し
候
事
に
御
座
候
︑
文
人
は
一
向
左
様
成
事
に
は
及
不
申

候
︑
此
段
御
推
察
可
被
下
候
︑
皆
川
な
と
は
近
年
け
し
か
ら
す
う
り
申
事

に
御
座
候
御
一
咲
⁝

福
原
五
岳
︵
�

�

	

�

～
�

�

�

�

︶
は
︑
京
都
で
池
大
雅
に
学
び
︑
後
に

大
坂
へ
出
て
活
躍
し
た
画
家
︒
月
溪
︵
�

�

�




～
�

�

�

�

︶
は
︑
呉
春
と

も
号
し
︑
京
都
の
金
座
年
寄
の
松
村
家
に
生
ま
れ
た
が
︑
蕪
村
・
応
挙
に
師
事

す
る
︒
皆
川
淇
園
︵
�

�

	

�

～
�

�

�

�

︶
は
︑
京
都
の
著
名
な
儒
者
︑
詩

文
や
書
画
に
も
優
れ
る
︒
青
木
夙
夜
︵
生
年
未
詳
～
�

�

�




︶
は
︑
大
雅
の

門
人
で
あ
る
︒
彼
ら
の
書
画
の
相
場
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
仲
介
す
る
上
で
相
場

感
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
︒

そ
の
後
︑
興
味
深
い
記
述
が
存
在
す
る
︒
淇
園
へ
の
批
判
で
あ
る
︒
実
は
︑

寛
政
十
一
年
四
月
八
日
付
書
簡
に
よ
れ
ば
︑
当
時
淇
園
は
祇
園
町
の
妓
女
を
身

請
け
し
別
宅
で
囲
い
︑
金
に
窮
し
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
自
分
の
書
い
た
軸
物

に
値
段
を
つ
け
て
売
り
出
し
た
︒
こ
の
淇
園
の
行
動
に
対
し
て
梅
厓
は
怒
っ
て

い
る
の
で
あ
る
︒
文
人
自
ら
露
骨
に
書
画
へ
値
段
を
つ
け
る
と
は
何
事
か
︑
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

右
の
よ
う
な
意
識
が
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
︑
た
と
え
ば
︑
曲
亭
馬
琴
の
文

政
元
年
︵
�

�

�

�

︶
七
月
二
十
九
日
付
鈴
木
牧
之
宛
書
翰
が
あ
る
︒

⁝
山
東
子
の
謀
に
倣
ひ
︑
無
拠
画
賛
は
何
程
︑
扇
面
は
何
程
︑
し
き
し
た

ん
ざ
く
は
何
程
と
︑
潤
筆
を
定
め
申
候
︒
是
甚
し
き
野
鄙
な
る
事
に
て
︑

文
人
の
為
に
笑
れ
候
事
に
候
へ
ど
も
⁝

定
価
を
つ
け
た
画
賛
の
販
売
は
︑
文
人
た
ち
に
笑
わ
れ
る
行
為
だ
と
す
る③

︒

こ
の
よ
う
な
意
識
は
︑
当
時
強
く
存
在
し
て
い
た
︒
文
人
は
︑
自
分
の
書
画

を
﹁
売
る
﹂
の
で
は
な
く
﹁
贈
る
﹂
の
で
あ
り
︑
相
手
も
﹁
買
う
﹂
の
で
は
な

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

九
九



く
﹁
御
礼
を
す
る
﹂
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
が
︑
仮
に
立
て
前
で
あ
っ
て
も
守

ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
︒
こ
こ
に
仲
介
が
必
要
と
な
る
根
本
的
理
由
が
存
在
す

る
︒で

は
︑
そ
の
相
場
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
ど
う
顧
客
に
売
り
込
む
の
か
︒
相
場
よ

り
も
御
買
い
得
な
価
格
を
提
示
し
︑
顧
客
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
ら
し
い
︒
享
和
三
年
七
月
五
日
付
書
簡
で
︑
梅
厓
は
蘭
渚
に
︑
金
が
必
要
な

状
況
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
訴
え
︑
次
に
あ
げ
る
品
々
が
安
価
で
あ
る
こ
と
を
ほ

の
め
か
す
︒

⁝
当
節
交
代
に
付
︑
右
金
入
用
⁝
少
々
払
も
の
御
好
物
之
品
々
も
有
之
に

付
︑
御
助
成
之
思
召
を
以
御
融
通
奉
願
度
︑
態
々
如
此
候
︒

○
私
蘭
之
絵

秋
成
賛

三
歩
弐
朱

○
美
人
蘭
横
も
の

百
疋
弐
朱

○
同
扇
面

二
枚

弐
朱

○
大
雅

山
水

一
両

○
月
溪

柳

秋
成
賛

弐
歩

右
之
通
差
上
申
候
間
︑
何
卒
金
子
三
両
御
取
替
被
下
候
様
奉
願
上
候
︑
此

度
は
必
至
心
当
態
々
人
差
上
候
程
之
事
御
推
察
御
助
力
奉
願
上
候
⁝

池
大
雅
︵
�

�




	

～
�

�

�

�

︶
は
︑
京
都
の
人
で
︑
各
地
を
旅
し
写
生

を
行
い
︑
文
人
画
を
大
成
す
る
︒
上
田
秋
成
︵
�

�

	

�

～
�

�

�

�

︶
は
︑

大
坂
で
生
ま
れ
︑
後
に
京
都
へ
移
住
︑
和
歌
・
国
学
・
小
説
等
で
活
躍
す
る
︒

彼
ら
に
関
わ
る
書
画
の
価
格
が
判
明
し
興
味
深
い
が
︑
お
そ
ら
く
こ
の
値
段
は

当
時
の
相
場
よ
り
は
︑
か
な
り
安
く
お
得
な
の
で
あ
ろ
う
︒

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
︒
文
人
は
自
分
で
値
を
つ
け
る
べ

き
で
な
い
︑
と
い
う
大
前
提
を
踏
ま
え
て
︑
梅
厓
は
淇
園
を
非
難
し
て
い
る
︒

し
か
し
︑
梅
厓
も
自
分
の
画
に
値
段
を
つ
け
て
い
る
︒
淇
園
の
よ
う
に
露
骨
な

公
表
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
︑
文
人
と
し
て
は
本
来
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と

を
自
分
が
し
て
い
る
と
い
う
︑
後
ろ
め
た
さ
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
︒

Ｂ
︑
情
報
提
供

︱
皆
川
淇
園
の
不
人
気

︱

寛
政
十
一
年
四
月
八
日
付
書
簡
で
は
︑

⁝
被
仰
下
候
浜
田
希
庵
杏
堂
之
画
︑
甚
此
節
せ
は
し
く
候
由
に
て
漸
さ
つ

と
認
も
ら
い
申
候
︑
洒
落
風
韵
有
之
候
と
存
候
︑
昨
日
も
池
田
法
橋
新
宅

会
に
て
書
画
雅
客
大
集
会
︑
猶
入
念
を
た
の
み
置
申
候
︑
氷
仙
川
氏
は
香

川
妹
に
て
当
年
十
八
歳
︑
容
艶
殊
に
大
風
韵
に
て
︑
夫
故
美
人
を
か
ゝ
せ

申
候
︑
春
溪
は
猿
か
き
の
祖
仙
娚
に
は
う
し
か
き
に
御
座
候
へ
と
も
当
時

は
行
は
れ
申
候
︑
今
般
差
上
申
候
五
嶽
之
外
︑
旭
江
な
と
頼
置
申
候
︑

追
々
出
来
次
第
差
上
可
申
候
︑
明
後
日
は
京
円
山
会
故
︑
今
日
も
新
町
東

口
大
青
楼
と
申
洦
楼
に
て
大
会
有
之
⁝
見
当
次
第
名
家
に
か
ゝ
せ
可
申
と

帖
を
こ
し
ら
へ
居
申
候
⁝
⁝

梅
厓
は
い
く
つ
も
の
書
画
会
に
足
を
運
び
︑
文
人
た
ち
に
接
触
す
る
︒
浜
田

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

一
〇
〇



希
庵
︵
�

�

�

�

～
�

�

�

�

︶
は
︑
杏
堂
と
号
し
︑
大
坂
の
医
師
だ
が
︑
福

原
五
岳
に
画
を
学
ん
だ
︒
香
川
氷
仙
︵
従
来
︑
生
没
未
詳
︶
は
︑
大
坂
の
人
︑

画
家
香
川
素
琴
の
妹
で
︑
美
人
画
の
上
手
さ
で
知
ら
れ
る
︒
春
溪
︵
生
没
未

詳
︶
も
︑
大
坂
の
人
︑
森
狙
仙
か
ら
教
え
を
受
け
る
︒
渕
上
旭
江
︵
�

�

�

	

～
�

�

�

�

︶
は
︑
備
前
の
生
ま
れ
︑
沈
南
蘋
風
の
画
を
描
く
︒

梅
厓
は
︑
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
収
集
す
る
︒﹁
当
時
は
行
は
れ
申
候
﹂
等

の
良
い
評
価
の
情
報
は
︑
購
入
希
望
者
に
も
伝
え
や
す
い
︒
だ
が
︑
仲
介
者
に

と
っ
て
一
層
大
切
な
の
は
︑
悪
い
情
報
の
提
供
で
あ
る
︒
同
じ
書
簡
に
︑
先
ほ

ど
も
述
べ
た
︑
淇
園
に
ま
つ
わ
る
悪
い
情
報
も
出
て
く
る
︒

淇
園
書
画
御
好
︑
是
は
何
時
に
て
も
出
来
申
候
︑
け
し
か
ら
ぬ
事
に
て
近

来
祇
園
町
妓
落
籍
い
た
し
別
業
を
構
へ
申
候
︑
右
之
様
成
事
故
︑
甚
貪
り

に
て
小
幅
大
幅
各
価
つ
け
不
申
候
て
か
か
ぬ
と
申
事
⁝
皆
々
右
に
て
大
に

卑
み
︑
大
坂
に
て
は
と
ん
と
相
手
無
之
候
︑
右
に
付
明
後
日
之
円
山
会
も

誰
も
参
人
無
之
候
⁝
右
に
御
か
ま
ひ
無
之
候
は
ゝ
早
々
寸
法
為
認
差
上
可

申
候
︑
猶
御
好
之
人
物
被
仰
越
可
被
下
候
⁝

蘭
渚
は
淇
園
の
書
画
を
望
ん
で
い
た
ら
し
い
︒
と
こ
ろ
が
︑
淇
園
の
書
画
の

価
値
が
落
ち
か
ね
な
い
状
況
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
︒
梅
厓
は
︑
し
っ
か
り
悪

い
情
報
を
連
絡
し
た
上
で
︑
淇
園
の
ま
ま
で
﹁
御
か
ま
ひ
無
之
﹂
か
︑
あ
る
い

は
他
に
﹁
御
好
之
人
物
﹂
が
い
る
か
︑
を
尋
ね
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
情
報
提

供
を
受
け
て
も
︑
蘭
渚
は
淇
園
に
執
着
し
た
︒
寛
政
十
一
年
九
月
十
五
日
付
書

簡
に
﹁
帰
路
皆
川
へ
小
幀
預
ケ
置
帰
申
候
﹂︑
寛
政
十
一
年
十
月
十
五
日
付
書

簡
で
も
﹁
淇
園
小
幀
出
来
差
上
申
候
︑
是
は
南
一
謝
礼
遣
し
置
申
候
︑
則
受
取

手
跡
入
御
覧
候
﹂
と
あ
り
︑
商
談
は
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
て
い
く
︒

悪
い
情
報
も
し
っ
か
り
伝
え
︑
購
入
希
望
者
の
意
思
を
確
認
の
上
︑
売
買
を

完
了
さ
せ
た
ら
︑
証
拠
と
な
る
受
取
も
す
ぐ
に
見
せ
る
と
伝
え
て
い
る
︒

Ｃ
︑
ト
ラ
ブ
ル
対
処

︱
中
井
竹
山
の
中
風

︱

享
和
元
年
九
月
二
十
一
日
付
書
簡
か
ら
は
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
様
子
が
わ
か
る
︒

⁝
中
井
竹
山
書
之
儀
︑
竹
山
親
密
之
門
人
へ
相
頼
遣
候
処
︑
此
間
よ
り
中

風
の
気
味
︑
把
筆
成
か
た
く
︑
鴻
池
な
と
よ
り
頼
遣
候
品
々
も
断
に
御
座

候
︑
依
之
竹
山
替
り
に
子
息
の
遠
蔵
仙
坡
是
へ
竹
山
の
詩
を
か
ゝ
せ
申
候

て
は
如
何
可
有
之
哉
⁝

○
竹
山
の
替
り

○
半
斎

○
奥
田
松
斎

○
篠
崎
長
兵
衛

○
け
ん
か
堂

右
四
人
︑
又
は
京
師
皆
川
淇
園
は
如
何
可
有
之
候
哉
⁝
い
つ
れ
竹
山
替
り

の
名
前
早
々
可
被
仰
下
候
相
調
可
申
候
⁝

中
井
竹
山
︵
�

�

	

�

～
�

�

�

�

︶
は
︑
大
坂
懐
徳
堂
主
の
儒
者
で
あ
る
︒

竹
山
の
﹁
親
密
之
門
人
﹂
か
ら
︑
竹
山
が
中
風
気
味
で
あ
る
と
の
情
報
が
入
る
︒

梅
厓
は
︑
す
ぐ
さ
ま
蘭
渚
に
代
案
を
提
示
す
る
︒
細
合
半
斎
︵
�

�




�

～
�

�

�

	

︶
は
︑
伊
勢
の
生
ま
れ
︑
上
方
で
活
躍
し
た
考
証
学
の
大
家
︑
趙
陶
斎

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介

一
〇
一



の
教
え
を
受
け
る
︒
奥
田
松
斎
︵
�

�




�

～
�

�
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︶
は
︑
姫
路
に
生
ま

れ
︑
京
都
で
岡
白
駒
に
漢
学
を
学
び
︑
後
に
大
坂
で
家
塾
を
開
く
︒
篠
崎
長
兵

衛
︵
�

�

	

�

～
�

�

�

	

︶
は
︑
号
三
島
︑
大
坂
に
生
ま
れ
︑
片
山
北
海
に

師
事
す
る
︒
木
村
蒹
葭
堂
︵
�

�

	

�

～
�

�

�




︶
は
︑
代
々
大
坂
北
堀
江

で
酒
造
業
を
営
む
商
家
だ
が
︑
広
く
文
人
た
ち
と
交
際
し
た
︒
こ
の
四
人
と
淇

園
な
ら
無
理
が
利
く
と
︑
梅
厓
は
考
え
た
︒
享
和
元
年
十
月
十
日
付
書
簡
で
︑

再
度
念
押
し
を
す
る
︒

⁝
先
日
申
上
候
通
竹
山
は
中
風
故
︑
所
詮
出
来
不
申
候
に
付
︑
外
之
人
御

頼
御
差
図
之
上
都
合
に
い
た
し
差
上
可
申
候
︑
其
節
差
上
候
う
へ
に
て
御

約
束
之
御
礼
可
被
遣
候
⁝

蘭
渚
の
希
望
を
確
認
の
上
︑﹁
御
約
束
之
御
礼
﹂︵
実
質
的
に
は
代
金
︶
を
受

け
取
ろ
う
と
し
て
い
る
︒
迅
速
で
誠
実
な
対
応
と
い
え
る
︒

Ｄ
︑
作
者
確
保

︱
安
部
侯
・
増
山
侯

︱

梅
厓
は
多
く
の
文
人
と
交
際
し
︑
顧
客
か
ら
注
文
が
あ
っ
た
場
合
︑
そ
れ
に

応
え
ら
れ
る
だ
け
の
人
脈
を
持
ち
︑
し
っ
か
り
作
者
を
確
保
し
て
い
た
︒
そ
の

こ
と
は
先
に
あ
げ
た
書
簡
内
容
か
ら
判
明
す
る
︒

し
か
し
︑
さ
ら
に
驚
く
べ
き
事
例
も
存
す
る
︒
蘭
渚
が
二
人
の
大
名
︵
長
島

侯
・
安
部
侯
︶
の
描
い
た
画
を
希
望
し
て
き
た
︒
し
か
も
画
題
は
蘭
で
と
い
う

指
定
が
つ
い
て
い
た
︒
相
手
は
︑
通
常
の
文
人
で
は
な
い
︒
と
こ
ろ
が
︑
梅
厓

は
そ
の
注
文
に
も
応
え
る
︒

享
和
元
年
九
月
二
十
一
日
付
書
簡
︑

⁝
安
部
侯
墨
蘭
之
儀
承
知
候
︑
則
近
習
之
人
へ
懸
合
候
処
︑
此
節
は
侯
も

抹
茶
の
み
其
他
御
用
向
繁
︑
筆
硯
之
儀
は
兎
角
延
引
勝
と
申
候
︑
依
之
拙

者
珍
蔵
之
寄
合
書
︑

○
長
島
侯

竹

○
安
部
侯

蘭

○
董
九
如

梅

○
武
田
安
芸
守

菊

○
稲
垣
若
狭
守

霊
芝

右
寄
合
書
唐
紙
半
切
も
の
有
之
候
⁝
御
好
に
候
は
ゝ
当
所
に
て
修
覆
申
付
︑

後
便
差
上
申
候
否
御
報
可
被
下
候
︒

⁝
当
侯
蘭
之
儀
承
合
可
申
候
⁝

当
侯
︵
長
島
侯
︑
梅
厓
の
主
君
増
山
雪
斎
︶
の
蘭
図
は
︑
受
け
合
っ
て
い
る
︒

も
ち
ろ
ん
︑
表
向
き
は
﹁
商
品
﹂
で
は
な
く
﹁
賜
わ
り
品
﹂︑﹁
代
金
﹂
で
は
な

く
﹁
謝
礼
﹂
と
い
う
形
を
取
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒

さ
て
問
題
は
︑
安
部
侯
︵
岡
部
藩
主
︶
の
蘭
図
で
あ
っ
た
︒
安
部
侯
の
﹁
近

習
﹂
に
懸
け
合
う
が
︑
安
部
侯
は
茶
道
に
熱
中
し
て
お
り
︑
し
か
も
仕
事
も
多

忙
で
︑
画
を
描
く
様
子
が
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
梅
厓
は
︑
手
元
の
在
庫
か
ら
安

部
侯
の
蘭
図
を
含
む
﹁
寄
合
書
﹂
を
持
ち
だ
し
て
く
る
︒
長
島
侯
の
竹
図
︑
董

九
如
︵
旗
本
で
画
家
の
井
戸
弘
梁
︑
花
鳥
画
を
よ
く
し
た
︶
の
梅
図
︑
武
田
安

芸
守
︵
未
詳
︶
の
菊
図
︑
稲
垣
若
狭
守
︵
近
江
山
上
藩
主
︶
の
霊
芝
図
も
描
か

十
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梅
厓
に
よ
る
書
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の
仲
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れ
た
も
の
だ
っ
た
︒

梅
厓
が
︑
主
君
の
書
画
を
仲
介
し
た
だ
け
で
な
く
︑
他
の
大
名
の
書
画
す
ら

対
応
で
き
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
︒

三

仲
介
の
重
要
性

︱
創
作
と
購
入
の
活
性
化

︱

風
雅
を
愛
し
世
俗
を
嫌
う
は
ず
の
文
人
た
ち
が
︑
自
作
の
書
画
に
値
段
を
つ

け
直
接
﹁
商
品
﹂
化
す
る
こ
と
は
し
に
く
い
︒
も
し
露
骨
に
﹁
商
品
﹂
と
す
れ

ば
下
卑
た
行
為
と
し
て
批
判
を
受
け
る
︒
だ
が
︑
生
活
が
窮
す
れ
ば
︑
書
画
の

創
作
も
ま
ま
な
ら
ず
︑
金
も
欲
し
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
︒
文
人
の
抱
え
る

︿
ジ
レ
ン
マ
﹀
で
あ
る
︒

一
方
︑
富
裕
な
資
産
家
の
中
で
風
雅
を
好
む
者
た
ち
は
︑
書
画
に
対
す
る
購

入
欲
を
高
め
て
い
く
︒
特
に
地
方
の
豪
商
・
豪
農
た
ち
は
京
都
や
江
戸
な
ど
の

文
化
へ
強
い
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
︒
し
か
し
彼
ら
に
も
︑︿
ジ
レ
ン
マ
﹀
が
あ

る
︒
金
と
購
入
意
欲
は
あ
る
が
︑
な
か
な
か
信
頼
で
き
る
つ
て
が
な
い
︒

二
つ
の
︿
ジ
レ
ン
マ
﹀
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
︑
書
画
は
広
く
社
会
へ
浸
透

し
て
い
か
な
い
︒

こ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
仲
介
で
あ
る
︒
創
作
を
担
う
文
人
に
代

わ
り
︑
書
画
に
絶
妙
な
価
格
を
つ
け
﹁
商
品
﹂
化
し
︑
そ
れ
を
購
入
意
欲
を
持

つ
資
産
家
へ
売
り
︑
そ
の
売
り
上
げ
か
ら
仲
介
料
を
取
り
︑
代
金
︵
立
て
前
と

し
て
は
謝
礼
︶
を
文
人
へ
渡
す
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
文
人
の
創
作
意
欲
は
持
続

し
︑
資
産
家
の
購
入
意
欲
も
高
ま
る
︒
つ
ま
り
︑
仲
介
は
︑
創
作
と
購
入
の
両

面
を
刺
激
し
活
性
化
さ
せ
る
︒

今
後
︑
近
世
文
芸
研
究
に
お
い
て
は
︑
仲
介
の
重
要
性
に
も
注
意
を
払
う
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

注①

引
用
に
関
し
て
は
︑
名
古
屋
市
立
鶴
舞
図
書
館
蔵
の
謄
写
本
に
基
づ
き
︑
神
谷
が

適
宜
句
読
点
な
ど
を
付
し
︑
片
仮
名
を
平
仮
名
に
︑
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
し
た
箇
所

が
あ
る
︒

②

岸
野
俊
彦
氏
﹁
史
料
紹
介
﹁
内
田
蘭
渚
享
和
元
年
日
次
記
全
﹂︵
上
︶﹂︵﹁
名
古
屋

芸
術
大
学
研
究
紀
要
﹂
第
二
六
巻
︑
二
〇
〇
五
年
︶
・
同
氏
﹁
史
料
紹
介
﹁
内
田
蘭

渚
享
和
元
年
日
次
記
全
﹂︵
下
︶﹂︵
﹁
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
﹂
第
二
七
巻
︑
二

〇
〇
六
年
︶
参
照
︒

③

馬
琴
の
引
用
は
︑
柴
田
光
彦
・
神
田
正
行
編
﹃
馬
琴
書
翰
集
成
﹄
︵
八
木
書
店
︶

に
よ
る
が
︑
適
宜
片
仮
名
は
平
仮
名
に
し
た
︒

十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介
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